






















































  1.2 本研究の目的と方法 









  4.1 相似な三角形の証明 
  4.2 平行線と線分の比（その 1） 
  4.3 平行線と線分の比（その 2） 
5 本研究のまとめと課題 
  5.1 本研究のまとめ 






















































































































△ABC で,辺 BC に 
平行な直線 lをひき、 



























三角形 ABC をかき、 
BC 上に点 Dをとり、 
頂点 Aから点 D を通る 
直線を引く。直線 AD と 
円Oとの交点を E とし、 
点Cを通り、点Ｅで直線AEに接する円O′を

























BC の延長線との交点を点 Rとする。 
命題１ 
 






















































































































































  P1：∠BAC＝∠BHA 
  P2：∠ABC＝∠HBA、 ∠Bは共通 
  P3：2 角がそれぞれ等しいので 
  P4：△ABC∽△HBA 









































































造－」 新興出版社啓林館 1992. 
・「平成 14 年度用教科書 数学 2年」 新興出
版社啓林館 
問題         
  
         ∠A＝90°の直角三角 
形 ABC の頂点 A から 
         辺BCに対する垂線AH 
を引く。△ABC∽△HBA であることを証明
しなさい。 
